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  寮監だより       令和８年 5 月２２日              

（公財）やまがた育英会 

 駒込学生会館 板橋学生会館 

  寮生保護者のみなさまへ                  （CC:評議員、監事、理事各位） 

 

やまがた育英会学生寮にようこそ！  

～３４人の新しい仲間が入寮しました～ 

 

 

 

 

 

」」」 

 

 

 

今年は、2 倍を超える応募者の中から選抜された活気あふれる 34 名が全県下

から入寮してきました。4 年生が去り、ちょっと静かになった駒込や板橋の学生

会館がパッと明るくなったようです。その溌溂とした若人を迎える「新入寮生歓

迎会」が 4 月 12 日（日）駒込学生会館で開催されました。 

歓迎会に先立って山形東高卒の石垣恭一氏が「今、君たちにしかできないこと

～人生前半をどう生きるつもりだ？」と題して講演。この中で石垣氏は、「友と

伴侶は一生もの。仲間を大切に」「大学では起業するつもりで学ぶこと。そうす

るとやる気が違う」「常にグローバルな視点で考える。留学生とどんどん話をす

ることは国際的視野の涵養に役立つ」「成人となったのだから政治に目を向けて

ほしい。具体的には投票に行くこと」。そして最後に「東北弁は武器になる。山 

▲理事・役員とともに新入寮生が勢ぞろい 

 

講演する石垣 恭一 氏 

昭和 30 年 山形市生れ 

山形東高・早稲田大学政治経済

学部卒 毎日新聞東京本社入社 

販促宣伝部長などを歴任 

現在、（株）竹橋農業研究所代表 
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形県出身ということを大切にしてほしい」と結びました。 

歓迎式に入り、鈴木礼子代表理事が「親御さんたちの‘’東京 

で学ばせたい‘’との思いがあってみなさんはここにいます。そ 

のことを受け止めてしっかり学び、大人として 

のマナーも身に付けてください」と呼びかけ、

新入寮生は神妙な面持ちで聞き入りました。 

その後、高校での部活動やこれまで頑張って

きたこと、趣味、特技、寮生活に期待すること

などを一人ずつ自己紹介。新しい仲間の一言ひ 

とことに目を輝かせてうなずき、打ち解けた後 

の懇談では、芋煮やつや姫のおにぎりに舌鼓を

打ちながら、大学や寮生活への期待などを仲間や先輩と語り合っていました。 

【新入寮生紹介】令和 8 年度の新入寮生は下記のとおりです。（敬称略・順不同） 

板橋学生会館 

 氏   名 大  学 高 校 出 身 

女

子 

加藤 みさき（かとう みさき）  昭和女子大学 人間社会学部 1 年 羽黒高 鶴岡市 

髙橋 凛音（たかはし りんね）  明治大学 商学部 1 年 山形商業 山形市 

洲崎 亜由菜（すさき あゆな） 東京音楽大学 音楽学部 2 年 山形北高 米沢市 

男

子 

小関 唯人（こせき ゆいと） 東洋大学 経済学部 1 年 酒田光陵 長井市 

齋藤 優気（さいとう ゆうき） 日本大学 法学部 1 年 日大山形 山形市 

髙梨 瑚太郎（たかなし こたろう） 駒澤大学 文学部 1 年 長井高 白鷹町 

 

駒込学生会館 

 氏   名 大  学 高 校 出 身 

 

 

女

子 

會田 姫子（あいた きこ） 大妻女子大学 文学部 1 年 東海大山形 天童市 

伊藤 環希（いとう たまき） 法政大学 経営学部 1 年 山形北高 上山市 

太田 祥乃（おおた よしの） 東京成徳大学 応用心理学部 1 年 山形中央高 山形市 

大原 恵（おおはら めぐみ） 上智大学 外国語学部 1 年 山形西高 東根市 

沓澤 紗子（くつざわ さやこ） 立教大学 法学部 1 年 山形西高 山形市 

熊谷 結（くまがい ゆい） 国際医療福祉大学 赤坂心理医療福

祉マネジメント学部 1 年 

酒田西高 酒田市 

佐藤 はるか（さとう はるか） 早稲田大学 政治経済学部 1 年 山形東高 山形市 

菅原 愛茉（すがわら えま） 東京家政大学 栄養学部 1 年 酒田南高 遊佐町 

富樫 りさ（とがし りさ） 明治大学 法学部 1 年  致道館高 鶴岡市 

中沼 マノア（なかぬま まのあ） 慶應義塾大学 文学部 1 年 山形東高 山形市 

長谷部 未優（はせべ みゆ） 明治大学 法学部 1 年 酒田西高 酒田市 

▲１人ひと

り自己紹介 

 

▲大学生活への期待などを語りあった 
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男

子 

板垣 琉夢（いたがき りむ） 早稲田大学 国際教養学部 1 年 山形南高 山形市 

井上 颯希（いのうえ そうき） 東京大学 理科Ⅰ類 1 年 致道館高 鶴岡市 

尾形 昌俊（おがた まさとし） 慶應義塾大学 商学部 1 年 致道館高 鶴岡市 

尾形 佑樹（おがた ゆうき） 東京大学 理科Ⅱ類 1 年 山形東高 山形市 

小松 寛明（こまつ ひろあき） 立教大学 社会学部 1 年 酒田東高 酒田市 

佐藤 惇平（さとう じゅんぺい） 日本大学 法学部 1 年 日大山形 真室川町 

佐藤 大雅（さとう たいが） 日本大学 経済部 1 年 酒田西高 酒田市 

鈴木 遥人（すずき はると） 早稲田大学 文学部 1 年 致道館高 鶴岡市 

高橋 総太（たかはし そうた） 上野学園大学 音楽学部 1 年 庄内総合 鶴岡市 

西田  敦（にしだ あつし） 文教大学 経営学部 1 年 日大山形 上山市 

能登 紅永（のと こうめい） 横浜国立大学 都市科学部 1 年 山形東高 山形市 

宮﨑 瑛士（みやざき えいじ） 中央大学 法学部 1 年 山形南高 山形市 

横澤 俐旺（よこさわ りお） 東京大学 理科Ⅰ類 1 年 山形東高 山形市 

横戸 優太（よこと ゆうた） 埼玉大学 経済学部 1 年 山形南高 山形市 

吉田 橙眞（よしだ とうま）  青山学院大学 文学部 1 年 山形南高 山形市 

安達 寛悟（あだち かんご） 日本大学 理工学部２年 日大山形 山形市 

工藤  伯（くどう はく） 東京大学 文学部 4 年 山形東高 山形市 

 

 ＡＩについて学んできました 

「ミュトス」という最強クラスのＡＩモデルが発表され、世間が 

騒がしくなっていますが、ＡＩを「愛」と読んでしっまたり、勘と 

経験だけで生きてきた寮監には何のことかさっぱり。ただ、最新の 

情報を学んでいる寮生と話をするために、また好むと好まざるとに 

かかわらずＡＩ抜きには考えられなくなる社会に突入していること 

から、北区広報紙に「AI を知る」という講座を発見し、聴講してき 

ました。 

「よ～し、これで次の寮監だよりは AI に書いてもらえるぞ！」と、よく耳にする ChatGPT

や Gemini と言った AI ソフトを使いこなす講座だと勝手に思い、高い受講料（300 円×2 回）

を払い、勇んで参加しました。ところが、内容は、AI 技術の基本概念、種類、歴史、活用事

例、将来展望といったもの。寮監だより活用への夢は潰えましたが、気を取り直し居眠りしそ

うになりながらも２日間学んできました。 

 そこで分かったことが 3 つ。AI は、①データから判断を学ぶ仕組みであり人間の脳とはかな

り違う ②意志や感情を持っているように振る舞わせているが、これを持ってはいない ③大量

の学習済みモデルを使って次に来そうな要素を選ぶのが「生成ＡＩ」ーということ。 

賞味期限の表示も一応の目安としか考えず、自分の舌を信じて食品を食べているような人間

ですが、もたらされる情報をうのみにせず、また複数の情報を確かめたうえで最終的には自分

の頭で考え判断することが大切だと改めて感じたところです。 

▲都立産業技術専門学校星教授を講師に 
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歩き切ったぞ 46Km   

～名物行事 山手線徒歩１周～ 

（公財）やまがた育英会の一大イベン 

ト「山手線徒歩一周」が４月 25 日（土） 

に行われました。2010 年に駒込学生会館 

の有志数名で実行したのが始まりで、今 

や他の学生寮にも知れ渡る名物行事となり、今回で 15 回目を数えます。 

当日は午前 7 時 30 分に駒込学生会館を出発し、その最寄り駅で 

ある田端を皮切りに上野、東京、品川、渋谷、新宿、池袋と時計回 

り（外回り）で山手線沿線を一周しました。JR 山手線の路線営業 

距離は 34.5 ㎞で駅数は 30 あり、その 

沿線を歩きますが、線路沿いだけを歩 

けないことから歩行距離はフルマラソ 

ンを上回る 46 ㎞に及びます。 

             上野公園で最初の休憩をし、次の休 

憩場所となった東京駅では 1 万円札の 

裏面にも登場する「丸の内駅舎」を背 

景に学年ごとに記念撮影し、外国人観 

光客から「Amazing！」「一緒に歩きた 

い」などと声をかけられました。午後 0 

時 30 分、田町駅に着いたところで大休止。 

途中の出入りを含め 60 人余りが参加しましたが、学年、男女を混合した 6 つの班に分かれて

昼食です。スマホアプリで店舗を見つけ予約を入れるのが上級生で、1・2 年生に 3・4 年生が

ご馳走するのも伝統となっているようです。 

上級生の気遣いが随所に 

山手線駅で標高の一番低いのは品川駅で 1.2m です。目黒 

駅は 23m、一番高いのは新宿駅で約 38m あります。五反田 

から坂道を上りながら渋谷駅に着いたのは夕暮れの午後 6 時 

ごろ。疲れが見え始めたこのころから隊列が長くなりました。 

1 回の青信号で渡る人が 1,000 人ともいわれる渋谷スクラン 

ブル交差点では、人混みで前が見えず「はぐれてしまうので 

は」と危惧しました。そこに機転を利かしたのは 2 年生の M.K.君。187 ㎝の身長を持ち外国人

が多い雑踏の中でも頭一つ抜け出ますが、長身の上にサッと右手を上げ、分かりやすい目印と

なり先導してくれました。また大通りから路地に入るような個所では 4 年生が待機し、進む方 

向を指示してくれていました。 

寮 

▲眼下に走る山手線を見ながら） 

▲終盤に近づいた新宿駅前で（まだまだ元気です） 

▲東京駅では学年ごとに記念撮影（4 年生グループ） 
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こうした配慮も長く続けられている行事だからだと寮監は感心し 

たところです。1 人の不明者を出すこともなく着いた新宿駅で夕 

食。時間は午後 7 時過ぎ。班分けをし新たなグループで自己紹介 

をしながら栄養補給をしましたが、ここでも上級生が費用を持つ 

大人の対応が見られました。 

何と最後に猛ダッシュ⁉ 

夕食休憩にたっぷり時間を取ったこともあり池袋駅到着は 

午後 11 時ごろ。「あと 3 つの駅だよ」などと励ましあいなが 

ら歩を進めました。そして最終の駒込駅に到着したのが日付 

の変わった午前 0 時 30 分。到着駅ごとにその駅名をリーダー 

が着ている T シャツに寮生が書き込んでいきますが、その掉 

尾を飾る記入者には来年のリーダーを務める現男子寮長の村井駿介君（早大 3 年･山 

南卒）が指名されました。「駒込」と大書すると大きな 

拍手が沸き上がり、ハイタッチしたり抱き合ったり、 

互いの頑張りを称えあう姿が見られました。駒込駅か 

ら駒込学生会館まではだらだらの上り坂ですが、男子 

学生有志は最後に徒競走よろしく猛ダッシュで駆け上 

ります。そしてゴールの先には参加できなかった寮生 

や激励に訪れた先輩が「おかえりなさい」の横断幕を掲げて待ち受

け、無事の到着と完歩を祝ってくれました。さすが若さのなせる業 

と青春の一コマを共有でき嬉しい気持ちになった長い一日の終わりでした。参加の寮生、応援

の役員や OB・OG のみなさん、ありがとうございました。 

【インタビュー】 

徒歩一周リーダー 髙橋 悠哉 さん（駒沢大 仏教学部４年 山形南卒） 

今年が一番大変 

４年間毎年参加していますが、リーダーとしての責任があった今年が一番大

変でした。特に気を使ったのが歩くペース配分です。サブリーダーの村山佳菜

さん（立教大 文学部４年 山形西卒）と下見とまめな打合せを行い、本番に臨

みました。苦労はありましたが１年生から「楽しかった」という感想を聞いて

やって良かったと思っています。こうした達成感を味わえるのがこの寮の良い

ところだと思います。 

                         参 加 者 の 声 

 

 

 

 

 

▲トランプを引いて食事の班分け 

▲歌手や俳優など有名人の手形に興味を（上野公園） 

▲コース途中で OB が待ち受け、気付け薬を差入れ 

入寮前からどんなものかとても

興味がありました。サッカーをや

っていたので体力はあると思って

いましたが、距離感が分からず終

わりが見えないのが大変でした。

４年生からご飯をご馳走になった

ことや女子とも話ができたのがと

てもよかったし楽しかったです。 

 

 高校の時は登山部でしたので

「忍耐」という意味では登山と似

てました。駅によって緑が多かっ

たり華やかだったり同じ東京でも

まったく雰囲気が変わるところも

発見でした。一人ではなかなか体

験することができないので、また

来年も参加したいと思います。 

 

佐藤 大雅さん

日大経済学部１年 

（酒田西高卒） 

大原 恵さん 

上智大外国語学部 

１年（山形西高卒） 
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芝
し

 蘭
らん

 結
けっ

 契
けい

  ～寮生の活躍にみんなで拍手～ 

「芝蘭結契」とは、よい感化をもたらす才能・人徳に優れた人との付き合いのこと。スポー

ツに限らず音楽や絵画、文芸などの芸術文化、各種コンテスト、サークル活動などでの寮生の

活躍を紹介し、みんなで称えあいたいと考えています。それが、寮生の気づきや励みにもなる

からとの思いです。 

理工系大学生のための企業交流会で発表 

伊藤 さや さん（東京理科大学 工学部 3 年  

鶴岡南高卒） 

 

                    4 月 25 日、丸の内で開催された「理工系大学生の 

ための企業交流会」に学生リサーチャーとして登壇

しました。 

 この企画では、事前に旭化成と日本航空の 2 社を

訪問し、自身のリサーチテーマをもとに「企業の魅力」

を再定義。当日は「若手の成長」をテーマに訪問結果

を報告するとともに、入社 6～8 年目の社員とパネル 

ディスカッションを行い、企業側へ学生の視点をし

っかり伝えました。「理工系のバックグラウンドを活かして働く現実を自分の目で確かめる貴重

な機会となった」。「一見男性社会のように見える業界でも、自分らしく楽しく働く女性のロー

ルモデルに会えたことは、同じ理工系女子として大きな安心と勇気に繋がった」と話してくれ

ました。 

 

洗心庵写真コンテストで最優秀賞 

設楽
し た ら

 旦
あさ

陽
ひ

 さん （日本大学 芸術学部 2 年 

         山形南高卒） 

山形県緑町庭園文化学習施設「洗心庵」の第 12 回写真コン 

テスト一般の部で「丹碧（たんぺき）の世界」と題した右の 

作品が最優秀賞を受賞しました。 

 池を悠々と泳ぐコイや日差しを受けて輝く木々の緑を収め 

た 1 枚で、池に映る青空など夏を感じさせる様々な要素を広 

角レンズで写し取る撮影技術の高さや、奥行きのある構図な 

どが評価されました。 

 

▲仲間とともに発表する伊藤さやさん（左端） 

▲受賞作品「丹碧の世界」 
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海外留学（遊学）者の帰国報告  

寮生への「海外留学（遊学）支援」を試行しています。この制度を利用して令和７年度は 13

人が海外に出かけており、帰国後、寮会などでその成果を発表しています。5 月 15 日（金）に

開かれた駒込の合同寮会では、３年生２人が報告をしました。その概要を簡単に紹介します。 

 

オーストラリアホームスティ 

廣居 太聖 さん （東洋大学 経済学部３年 長井高卒） 

 

〇期 間 令和 8 年 1 月 31 日～4 月１日（62 日間） 

〇遊学地 オーストラリア NSW 州 シドニー 

〇内 容 ホームステイでの語学学習、現地での交流 

オーストラリアの多文化社会の理解ほか 

 

○気づきと感想  

               日本のトイレがいかに綺麗で世界に誇れるものだと感じた。 

広大な土地に 3,000 万人という人口でバスや鉄道などの本数が 

少なく苦労した。 

英語の語学力に不安を持っていたが、インプットよりもアウ 

トプットを意識し、積極的に会話をすることで観光をするうえ 

で困らない程度の英語力が付いた。また黙っていることはイエ 

スであり、意見をはっきり言わないと自分が同意した前提で話 

が進んでいく。 

「肌の色」「生れた土地」「話す言語」など自分と異なる背景を持った人たちとたくさん交流

することで自分の常識の狭さに気づき、「正解は一つではない」という考えを持てるようにな

った。自分の中での一番の変化は「価値観が広がった」ことであり、日本や山形の良さを再認

識する機会ともなった。 

 

ドイツ デュッセルドルフ大学で在外履修 

檜山 祐 さん （上智大学 外国語学部３年 酒田東高卒） 

 

〇期 間 令和 7 年 10 月 1 日～3 月 17 日（約 6 か月間） 

〇留学地 ドイツ デュッセルドルフ 

〇内 容 デュッセルドルフ大学でのドイツ語コース履修 

ドイツ人学生とのタンデム学習 

ドイツ語だけでなく英語の授業も履修することで総合的な語学力の向上を目指す 

▲報告する廣居 太聖さん 

▲世界自然遺産のブルーマウンテン、スリー 

シスタ― 

▲クイズ形式の質問も交えて発表した檜山 祐 さん 
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○気づきと感想 

・留学先：デュッセルドルフは、日本人が約 7000 人住んでいる都市で日本食スーパー、日本食 

レストランが多数存在しており、日本人との遭遇率が高かった。 

・学校生活：ドイツで授業を受けて感じた日本との違いは主に 2 つ。 

1 つ目は、文法を気にせず沢山話す人が多いこと。文法を気にして 

しまいがちな日本人とは対照的だった。授業でスピーキングの時 

間はあまり発言できなかったが、文法の内容になると日本人の方 

が成績が良くなるのが印象的だった。2 つ目は、手の挙げ方。ドイ 

ツでは、手をまっすぐ伸ばして挙げることがタブーとされていた。 

（ナチスを連想させるため） 

・交通：公共交通機関は遅延が多く、時間通りに来ないというのは当 

たり前で、ストライキもいつ起こるか分からないので、その懸念を

感じながら生活するのはストレスだった。 

・食生活：パスタやシリアルを中心に自炊。円安がひどいため、ずっ 

と節約していた。時々外食もした。スーパーのパンコーナーが安く 

種類も豊富で色々試してみるのが楽しかった。 

・交通機関でのマナー：日本とは違い大きな声で話す人や電話で話す 

人、スマホの音をそのまま流す人などが多く、最初はそれがとても 

ストレスだった。 

・得られた成果・学び：主に 3 つあり、1 つ目は忍耐力。日本とは文 

化が違う環境で生活することは、ドイツの文化を受け入れることで 

あり、そのためには忍耐力が必要であった。2 つ目は、問題解決能力で、留学中に困ったこと 

が多くあったが、自分で行動を起こし、問題を解決できたことは、自信につながった。3 つ目 

は言語能力である。留学中には主に英語とドイツ語を使っていたが、留学初期に比べて、自然

と言葉が出てくると感じるようになった。この留学で培った忍耐力、問題解決能力、言語力を

活かして、グローバルに活躍できる人材になれるように頑張りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

※「やまがた育英会」美術品シリーズはお休みしました 

 

（公財）やまがた育英会 寮監 石井 隆  

                                ご感想・ご意見をお待ちしています   

                                 t-ishii@yamagata-ikueikai.or.jp   

寮費＋自治会費の引き落としがあります 

◆ 6 月 29 日（月）に寮費とともに自治会費「2,000 円」を指定口座より引落しいたします。 

◇ 駒込学生会館女子は洗濯機使用料「3,000 円」も引落しになります。 

よろしくお願いいたします。 

▲各国から来た留学生の仲間と 

▲有名な Xmas マーケット 

mailto:t-ishii@yamagata-ikueikai.or.jp

